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論文審査の要旨（400字以内） 

 

小児期の肥満が、思春期の身長の伸びと思春期のタイミングの両者に影響を与えるかを

検討した調査研究である。海外では肥満が思春期の伸長の伸びの低下と相関する報告が

あるが、本邦での調査はなく、今回 調査小児数は 13,649名という十分な数による日本

人児童を対象に詳細な解析を行った研究である。 

BMI Zスコアを基準として、痩せ群、正常群、肥満群の 3群に分類し、１７歳児の伸長

の変化率 SDS の変化率（ΔHtSDS）を思春期の伸長の伸びの指標とし、成長率のピーク

年齢を思春期のタイミング指標とし、７歳児の BMIに基づいて三群で調べた。 

肥満群は痩せ群に比べて ΔHtSDS が男児で 1.23、女児で 1.17低下、正常群に比べて男

児で 0.87、女児で 0.85低下していた。小児肥満は思春期の身長の伸びの低下と関連して

いた。本研究では小児肥満が思春期の身長の伸びの低下に与える影響は思春期のタイミ

ング介さない効果が介する効果によりも大きいことを初めて明らかにした。 

成長率ピーク年齢を計算し、思春期タイミングの指標とするなど、論文としてのオリジ

ナリティと解析の工夫が認められた。 

また、十分な被験者数で解析していることから、確度の高い結果といえる。 

これらから、学位論文にふさわしい内容と判断した。 
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